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市販デジタルカメラのレンズ先端部に、外径25mm程

度の取り付けフランジを持つ直径10mmの超小型レンズ

を、両面テープなどで取り付け超高倍率な接写画像を可

能にした。この取り付けアタッチメントレンズは一部が

非球面のレンズで構成されており、被写界深度が深く、

レンズを40～50°傾けても画像が鮮明で、カメラ本体

のズーム機能と合わせた拡大倍率は14インチモニター上

で最大600倍になる。

カメラ本体の性能にもよるが、概して４μｍ以下の識

別能力を持ち、例えばCCD素子の個々の画素ピッチを識

別可能。手持ち撮影でもブレの少ない鮮明な拡大画像が

得られ、光学顕微鏡装置のような微調整なしに微細構造

の観察が可能。工場の検査ラインや研究部門で３次元的

な画像の瞬時記録ができ、電子部品、研磨メッキなどの

各業界、生物、医療目的のニーズなどに応えられる。
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市場で安価に入手できる超硬ボールエンドミルを活用した東京電機大

学・松村隆教授の技術シーズ（モデル機）を元に、ワーク平面上に直径

0.4mmの刃具を45°傾斜させ、数値制御により自由自在に旋回、切削

できる装置。これまで難しいとされていたガラスなど硬脆性材料を10μ

ｍ以上の深さで効率よく曲線切削する。

切削液として水を使用するため廃液処理が不要。従来のウエットエッ

チングに替わる技術・製品であり、コスト低減と短納期に対応。硬脆材

料のマイクロデバイスなどのニーズがバイオ関連から半導体・電子機器

分野などに拡大する中、本技術の加工方法と加工装置、マイクロチップ

およびその製造法などへの期待は大きい。

切削加工のビジネス現場における実用化技術として、工具寿命：

2000mm／本、削りスピード：３mm／分、面精度：0.04Raというス

ペックを実現している。
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